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制度の⼀部改正（2024年）

• ⽇本獣医内視鏡外科研究会は2023年度に⽇本獣医内視鏡外科学会へ名称変更を⾏
い、組織を⼀部改変する（略式名称はJSVES）

• これに伴い、認定医の質的向上をはかると共に、より多くの認定医の輩出を⽬指
すため技術認定制度の⼀部を変更を⾏うこととする

• 変更内容は技術認定取得者の名称を変更すると共に、申請・受験・認定・更新条
件の変更を⾏うものである



技術認定制度の⽬的

• 獣医療における安全かつ確実な内視鏡外科⼿術の普及と進歩を促進する

• 獣医療の質的向上をはかり、⼈と動物の幸福な⽣活を守る⼀助となる

• 獣医療における内視鏡外科⼿術の教育制度の確⽴



技術認定制度の概要

• 内視鏡外科⼿術は、専⽤の内視鏡⼿術機器・器具を使⽤し、モニターに描出され
た術野において⼿術をすることから、熟練した⾼度な技術が要求される

• 安全かつ確実な内視鏡外科⼿術を実施するため、正しい病態の把握、適応症例の
⾒極め、技術を習得することを必要とされる

• 安全で確実な内視鏡外科⼿術を広く普及するため、会員に対する教育制度の⼀貫
として、本制度を施⾏する



技術認定制度の条件

• 受験資格を有すること

• 規定された講習会を受講すること

• 段階によっては、規定された⼿術経験（件数およびその記録）や記録された⼿術
⼿技の提出を⾏い、審査委員によって審査を受けること



技術認定制度の内容

• 科⽬に分類し、各科⽬に対する技術認定を⾏う
• 各会員は、⾃由意志により認定申請することができる
• 本制度基準に合格したものは、 JSVES内視鏡外科認定医となる
• 内視鏡外科⼿術すべての技術に対する認定ではない



技術認定制度委員会の設置

• 技術認定制度委員会の業務
• 規約の作成並びに改定
• 本制度に関わる全ての諸問題へ
の対処

• 技術認定申請者の技量を審査

• 委員の資格
• 本研究会会員
• 技術認定委員会が認めた会員外のも
の

• 定員と任命⽅法
• 技術認定委員の定員は、６名
• 委員は、理事⻑が指名し、理事会の
承認を得る



技術認定委員会の設置

• 委員⻑の選任
• 技術認定委員会に委員⻑をおく
• 技術認定委員会委員⻑（以下、技術認定委員⻑）は、理事⻑が指名し、理事会の承認を得る
• 技術認定委員⻑は、技術認定委員を兼任できる

• 委員⻑の業務
• 必要に応じて、技術認定委員会ほか技術認定に関わる委員会を開催することができる
• 技術認定委員会において決定された重要案件を、理事会に報告し、理事会の承認のもとに執
⾏する

• 技術認定委員内定者、修了証および認定証交付内定者を理事⻑に報告し理事会の議を経ると
ともに、会⻑に報告する



技術認定委員会の設置

• 技術認定副委員⻑の選任と業務
• 技術認定委員会に１名の技術認定副委員⻑をおく
• 技術認定委員⻑と理事⻑の協議にもとづき理事⻑が指名する
• 技術認定副委員⻑は、委員を兼任し、委員⻑の補佐を⾏う

• 任期
• 技術認定委員の任期は、３年とし、再任を妨げない。技術認定委員⻑、技術認定副委員⻑の
任期は技術認定委員と同じとする

• ⽋員の補充
• 技術認定委員あるいは技術認定委員⻑に⽋員が⽣じた際には、理事⻑がその補充を⾏う
• 補充によって選任された技術認定委員の任期は、前任者の残任期間とする



技術認定委員会の設置

• 技術認定委員の資格喪失
• 次の各号に該当する者は、技術認定委員会および理事会の議を経て、技術認定委
員の資格を喪失する

• 正当な理由により、技術認定委員としての資格を辞退したとき、申請書に虚偽の
認められたとき、技術認定委員の更新を受けないとき、その他、技術認定委員と
して不適当と認められたとき

• 復活、再申請
• 資格喪失により取り消された技術認定委員の資格は、再審査のもとに、技術認定
委員会および理事会の議を経て、復活を認めることができる

• 但し、申請書に虚偽が認められて資格を取り消された者は、原則として５年間再
申請することができない



科⽬の設定

審査を１〜３の科⽬に分け、各審査基準を定める

• 内視鏡外科学Ⅰ
• 内視鏡外科⼿術の基本知識

• 内視鏡外科学Ⅱ
• 腹腔鏡検査の知識と技術

• 内視鏡外科学Ⅲ
• 基本的腹腔鏡⼿術の知識と技術



レベルの設定

以下の審査基準設定も随時検討

• 内視鏡外科学Ⅳ（応⽤的腹腔鏡⼿術）の知識と技術
• 内視鏡外科学Ⅴ（胸腔鏡検査）の知識と技術
• 内視鏡外科学Ⅵ（基本的胸腔鏡⼿術）の知識と技術
• 内視鏡外科学Ⅶ（応⽤的胸腔鏡⼿術）の知識と技術



内視鏡外科学Ⅰの審査基準を満たす条件

• JSVES指定講習会への出席※
• 内視鏡外科学Ⅰの講義を受講（内視鏡外科⼿術の基本）

• 内視鏡外科⼿術の適応、メリット・デメリット
• 内視鏡外科⼿術専⽤機器、器具の取扱い
• 内視鏡外科⼿術時の⿇酔管理
• 気腹法、トロッカーの設置法の基本

• 対⾯講義およびオンライン講義

講義

※受講からの期間は問わない



内視鏡外科学Ⅱの審査基準を満たす条件

• ＪＳＶＥＳ指定セミナーの出席
• 内視鏡外科学Ⅱの講義を受講（腹腔鏡検査）

• 腹腔鏡検査
• 肝臓、膵臓、腎臓、腸管⽣検法など

• 対⾯講義およびオンライン講義（⽅式は問わない）

講義



内視鏡外科学Ⅱの審査基準を満たす条件

• 体内、体外未編集動画の提出と審査合格
• 体内（２本）

• 肝⽣検、腎⽣検、膵⽣検、腸管⽣検など
• 実際に診断を⽬的とした異なる対象臓器

• 体外（１本）
• 気腹、トロッカー設置時の腹部外観を撮影したもの

動画



内視鏡外科学Ⅱの審査基準を満たす条件

• 各腹腔鏡検査数の提⽰＊

• 動画撮影時の⿇酔記録の提出（２本）＊

• 動画撮影時の病理検査結果（２検体）＊

• ⼿術を⾏っている様⼦が分かる⼿術室の写真（１枚）＊

＊⾃らが執⼑したもの

動画



内視鏡外科学Ⅲの審査基準を満たす条件

• ＪＳＶＥＳ指定セミナーの出席
• 内視鏡外科学Ⅲの講義を受講（基本的腹腔鏡⼿術）

• 基本的腹腔鏡⼿術
• 卵巣・卵巣⼦宮全摘出術
• 潜在精巣摘出術
• 膀胱結⽯摘出術
• 予防的胃腹壁固定術

講義



内視鏡外科学Ⅲの審査基準を満たす条件

• 体内、体外未編集動画の提出と審査合格
• 体内（２本）

• 異なる基本的腹腔鏡⼿術動画

• 体外（１本）
• 卵巣・卵巣⼦宮摘出⼿術時の動画
• 気腹、トロッカー設置時の腹部外観を撮影したもの

動画



内視鏡外科学Ⅲの審査基準を満たす条件

• 各基本的腹腔鏡⼿術数の提⽰＊

• 動画撮影時の⿇酔記録の提出＊
（卵巣・卵巣⼦宮全摘出術：50例）

• ⼿術を⾏っている様⼦が分かる⼿術室の写真（１枚）＊

＊⾃らが執⼑したもの



技術認定申請資格

• 次に定めるすべての条件を必要とする
• 本研究会会員であること
• 内視鏡外科学Ⅱ /Ⅲ：申請時に３年以上の臨床経験を有する獣医師
• JSVES学術総会、指定講義や症例検討会の出席
• 申請する各科⽬の審査条件を満たすこと
• 内視鏡外科学Ⅰを取得していること（Ⅱは必須ではない）



技術認定申請⽅法

• 内視鏡外科学Ⅰ
• 内視鏡外科学Ⅰ講習の受講後、修了証を以下のいずれかの⽅法で申請するこ
とができる
• PDFファイルをメールで配布（無料）

• 内視鏡外科学Ⅱ /Ⅲ
• 認定申請書
• 認定料振込書（コピー）
• その他、必要なデータ



審査基準について

• 担当委員が２名以上で、動画を審査

• 評価表に基づき、点数化を⾏う
• ３段階評価を０、3、5点として90点以上を合格とする
• ０点が⼀つあったら不合格
• 不合格時にはコメントして申請者にフィードバックする

• 判定が困難な場合、顧問（医学領域）に指導を仰ぐ











修了証、合格証の交付

• 技術認定委員⻑は、内視鏡外科⼿術の術者として⼗分な技量があると判定された申請者に対して、以下の修了証、認
定証を発⾏する

• 内視鏡外科学Ⅰ
• 内視鏡外科学Ⅰ講義プログラム修了者
• 内視鏡外科学Ⅰ講義プログラム修了証

• 内視鏡外科学Ⅱ
• JSVES内視鏡外科認定医（腹腔鏡検査）
• JSVES内視鏡外科認定証（腹腔鏡検査）

• 内視鏡外科学Ⅲ
• JSVES内視鏡外科認定医（基本的腹腔鏡⼿術）
• JSVES内視鏡外科認定証（基本的腹腔鏡⼿術）



技術認定の更新

• 技術認定資格（内視鏡外科学Ⅱ /Ⅲ）
• ３年ごとの更新を必要とする

• 本研究会会員であること
• 学術総会の出席

• 動画の提出は必要としない

• 初回の更新においては事務局管理と
する

• 2回⽬以降の更新は、認定医による
管理とする



技術認定資格喪失

• 技術認定委員会および理事会の議を経て資格喪失
• 技術認定資格辞退の希望
• 本研究会会員の退会
• 虚偽の申請書類の提出
• その他、技術認定取得者として不適当と承認

• 認定期間の失効期間は、６ヶ⽉
• 事務局より６ヶ⽉前に連絡



広報

• JSVESのHPに掲載
• 内視鏡外科学Ⅰ修了者

• 掲載は⾏わない

• 内視鏡外科学Ⅱ/Ⅲ認定取得者
• 掲載を⾏う
• 掲載が不可の⽅は、事務局に申し出て下さい



医療事故発⽣時の責任の所在

• 当研究会は、技術認定教育プログラムを実施することにより基礎、応⽤的内視鏡
外科学の教育を会員に提供するものである

• 当研究会技術認定教育プログラム修了者、合格者が実施する内視鏡⼿術に於いて、
医療事故が起らないと保証するものではない

• よって、当研究会は、不幸にして発⽣した医療事故に対しても、⼀切の責任を負
うものではなく、また係争に対しても、いかなる関わりをも持たない



レベル認定に必要な費⽤
内視鏡外科学Ⅰ 内視鏡外科学Ⅱ 内視鏡外科学Ⅲ

申請時 事務局運営費 申請書類処理費 − − −
動画審査費 − 15,000円 15,000円
合計 − 15,000円 15,000円

合格時 事務局運営費 認定書類処理費 − − −
認定証発⾏費 − 5,000円 5,000円
管理費（３年間） − 3,000円 3,000円
合計 − 8,000円 8,000円

更新時 事務局運営費 申請書類処理費 − − −
動画審査費 − − −
認定証発⾏費 − 5,000円 5,000円
管理費（３年間） − 3,000円 3,000円
合計 − 8,000円 8,000円

＊内視鏡外科学Ⅰは、希望者に対しては修了証PDFファイルを配布する
＊内視鏡外科学Ⅱ・Ⅲ合格者には、認定証（A4）とPDFファイルを発⾏、配布する


